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1.15  3.18 火水

《開館時間》 9:00-17:00 《休館日》月曜日・祝日・2.25火

学芸員によるギャラリートーク

1/26（日）、2/22（土）
両日ともに１１時～（３０分程度）

※両日で異なる資料を説明します。
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作花家の
おもてなしの記録



〒756-0802

山口県山陽小野田市栄町9番21号

TEL：（0836）83-5600

http://www.city.sanyo-onoda.lg.jp/site/rekimin/

JR小野田線「南中川駅」下車、徒歩7分。

「小野田駅バス停」からバスで宇部中央、本山岬、刈屋、理科大、叶松団地行きのいずれかに乗車して約7分。
「硫酸町バス停」で下車、徒歩3分。

山陽自動車道小野田ICより10分。（無料駐車場有、大型バス可）

山陽小野田市歴史民俗資料館

山陽小野田市
歴史民俗資料館

開館時間 9:00～17:00
休 館 日 月曜日（祝日の場合、その翌平日も休館）

祝日（土曜日の場合は開館、月曜日を除く翌平日が休館）
年末年始（12月27日～1月5日）

主な展示資料

郷・浜一同ニ酒差出之一件（部分）
天保2年（1831）/館蔵作花一男旧蔵文書

出生祝儀一件控
明治10年（1877）/館蔵作花一男旧蔵文書

蓋付茶碗 館蔵

輪繋ぎ透かし鉢 館蔵

日本では、祝儀など「ハレ」の行事に親戚や地域の人々が集まり「祝の宴」が行われてきました。また「宴」はハレの場だ

けでなく、来客をもてなす場合にも多くみられる風習で、様々な資料が残されています。

この企画展では、「作花家」の資料を中心に、宴などの「おもてなし」に関する歴史を文献資料と民俗資料（器などの民

具）を併せて展示することで、主に江戸時代から明治時代にかけての「宴」について紹介し、現代とは異なる風習や当時

の生活などを学ぶきっかけとします。

作花家とは

作花家は、代々西高泊村に居住し、その居宅は高泊開作事業の際に代官である楊井三之允が起居したといわれている

ことから、「勘場屋敷」と呼ばれていた。作花家は西高泊村の庄屋を務め、その作花家から分家した中屋家（中屋は通称で、

姓は作花）は船木宰判の大庄屋を務めていた。現在残されている古文書の大多数は中屋家のもの。

－ 作花家のおもてなしの記録 －

山陽小野田市歴史民俗資料館企画展


